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山田学区（10月31日現在）

人 口 7,770 人
男性 3,765 人
女性 4,005 人

世帯数 3,499 世帯
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10月21日、山田まちづくりセンターで「市長とまちづくりトーク」が開催されました。

山田学区は、琵琶湖や大きな河川が見られる土地です。その中で参加者の皆さんが特に

気になる水害や、近年日本各地で発生する災害が草津や山田で発生した場合の対策といっ

た市の施策等を橋川市長にお聞きしました。

橋川市長からは、市内業者会との協力体制や、大きな被害が発生しても対策が機能する

職員の動員体制等、大きな視点での現状を説明いただきました。

その他に、子供達の見守り対策やまめタクの運用、現在準備中の新しいまちづくりセン

ターに寄せる思いなどについても、テーマとして取り上げられました。

このように、参加者の「山田学区を良くしたい」想いと、市の「政策の考え方」を共通

認識として持つことは重要で、その土台がより良いまちづくりに繋がると思います。

市長と

まちづくりトーク

令和6年秋の褒章の発表で、11月2日に、山田学区の中村幸範さん（６３）が瑞宝単光章を受章されました。

瑞宝単光章は、「国及び地方公共団体の公務」等に長年従事して功労を積み重ね、成績を挙げた方に授与されま

す。中村さんは、第4分団の団長を務められた後に本部でも活躍し、現在も関わられています。近年、災害や事

故がニュースで大きく取り上げられる中、被害者を助ける活動に関わる方には感謝が堪えません。中村さん、今

回の受章たいへんおめでとうございます。

10月26日、山田学区体育振興会主催の

第1回やまだウォークを開催しました。

新しくオープンした「インフロニア草津

アクアティクスセンター」の見学を目的

に、山田まちづくりセンターからの往復

約4㎞のコースを歩きました。

そして、今回は特別企画として、本来利

用者や関係者しか入れない２階の観客席

エリアやジムも見学をさせていただく事

ができました。

参加された方々が目を輝かせ見入ってお

られる姿が印象的でした。参加いただい

た皆様、本当にお疲れさまでした。
（山田学区体育振興会）

インフロニア草津まで歩いてきました！ 秋のランフェスで凍らせてシャーベット

11月9日、ai彩

ひろばで開催の

ランフェスティ

バルで凍らせて

シャーベットを

販売しました！

天気も良く11月とは思えない暖かさで、販売

したシャーベットは265本になり、多くの方

にシャーベットを味わっていただけました。

「美味しかったからもう一回買いに来た」と

いう方や、「帰ってから食べる用に」と買う

方も多かったです。皆さん、ランフェスティ

バルを楽しまれているようでした。

（企画グループ ヤマミラ）

11月７日に今年度、第１回目の食育講座開催しました。主食

（ごはんなど）を黄色、主菜（肉・たまごなど）を赤色、副菜

（芋・野菜など）を緑色に区分けし、毎食３色そろえて、バラ

ンスよく取れる工夫を考えました。不足がちなタンパク質をチーズや牛乳で補ったり、野

菜不足を、もやしミックス野菜で補うなどちょっとした豆知識などをお伝えました。

とりむね肉とにんじんのしりしりや、コーンスープにめかぶとオクラをトッピングしたり、

ヘルシーにおからパウダーのサラダなど、楽しく調理し美味しくいただきました。みんな

ゆったり過ごしていただけたのではないでしょうか。ありがとうございました。

（健康推進委員連絡協議会山田学区）

赤・黄・緑の

バランスが大事

瑞宝単光章の受章
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2024年度山田学区防災訓練

令和6年度作品数ですが、山田小学校279名、松原中学校(山田学区分)112名、合計391名の応募がありました。

最優秀賞および、優秀賞のご紹介です。山田まちづくりセンターにも展示しているので、是非見に来てください。

⻘少年あいさつ運動 青少年健全育成山田学区民会議

防災グループ・各町自主防災組織

11月17日（日）不動浜会館をメイン会場にして今年度の防災訓練を実

施しました。不動浜町の安否確認訓練に参加者も同行し被害状況の確認

作業を見学しました。山田学区対策本部への無線による報告終了後、関

西大学社会安全学部教授近藤誠司氏から「初動の助け合いの為に、自分

自身や家族の防災力アップを目的とした夜間や雨天の状況も想定した訓

練が必要で、そのような訓練を重ねる事で身体が自然と反応する。災害

時に活かせるよう今後も取組んでいただきたい。」との講評もいただき

ました。その後「みんなのぼうさい山田学区の力を結集しよう」をテー

マにした講演では、過去の震災からの学びで外部からの支援困難な時代

になってくるので、①平時から家屋の助かる空間づくりが必要で家具の

固定等を町内会で行う、②リスクの見える化をして町内で共有する、③

直ぐ避難ではなく救助、消火、搬送を手分けして行う総力戦が必要とお

話をいただきました。今回の訓練が各町の防災体制のレベルアップにつ

ながると確信しています。参加された皆さんお疲れ様でした。

防災訓練で安否確認とおにぎりを作り！（南山田団地町内会）
南山田団地で実施されたユニークな町内防災活動をご紹介します。

南山田団地町内会では、安否確認訓練時に玄関先にペットボトルを活用し

オリジナル表示をしたものを設置して安否を確認するというものです。

安否確認訓練後、「大鍋」と「ビニール袋」を使っての「災害時の炊飯」

を体験され、それを使っておにぎり作りをされました。防災訓練というと

堅苦しく参加しにくいものですが、最後はみんなで美味しいものを食べる

ことで活気ある訓練となったと町会長の宮崎さんは話されていました。

南山田団地では、防災訓練だけでなく、町内会で11/16には芋煮会を

企画開催されており少しでも町内会が活気づくようチャレンジされてます。

参加されている町内の方も、みんなで取り組むイベントで町内の団結力を

育みつつ、個々人が充実感を感じられるのでこれからも頑張って取り組ん

でいきたいと考えておられるようでした。 取材：事務局 馬場


